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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成20年2月21日(2008.2.21)

【公開番号】特開2002-188940(P2002-188940A)
【公開日】平成14年7月5日(2002.7.5)
【出願番号】特願2000-389916(P2000-389916)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｄ   5/36     (2006.01)
   Ｇ０１Ｂ  11/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/13     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｄ   5/36    　　　Ａ
   Ｇ０１Ｂ  11/00    　　　Ｃ
   Ｇ０２Ｆ   1/13    ５０５　

【手続補正書】
【提出日】平成19年12月28日(2007.12.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画素からなる光変調素子と、該光変調素子に電圧を印加する駆動部と、前記光変
調素子に光を照射する投光器と、光変調素子に照射された光の透過・散乱光を受光する受
光器とからなる測長器。
【請求項２】
　前記駆動部に駆動電圧を変化させる制御手段を備え、該駆動電圧を変化させることによ
り，信号波形の高さ及び又は幅を調節することを特徴とする請求項１に記載の測長器。
【請求項３】
　駆動部の制御手段が画素毎に電圧を制御する請求項１又は２に記載の測長器。
【請求項４】
　光変調素子が液晶表示パネル又はエレクトルミネッセンス（ＥＬ）である請求項１から
３のいずれかに記載の測長器。
【請求項５】
　液晶表示パネルが、複屈折型液晶素子、透過散乱型液晶素子、ＴＮ（ツイステッドネマ
チック）液晶、ＳＴＮ（スーパーＴＮ）液晶、強誘電性液晶素子、反強誘電性液晶、高分
子分散型液晶、導電性等の高分子材料、色素材料、フォトニック結晶、非線型材料である
請求項１から４のいずれかに記載の測長器。
【請求項６】
　請求項１から５のいずれかに記載の測長器を変位検出器又は位置検出器として構成した
装置。
【請求項７】
　請求項１から５のいずれか記載の測長器と、測長器の動作画素の位置を記憶する記憶部
と、該記憶部で記憶された位置に被対象物を移動させる移動手段を備えてなる装置。
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